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現在の部活動さまざま

現在の部活動

アーチェリー部
アイスホッケー部
空手道部
弓道部
剣道部
硬式テニス部
硬式野球部
ゴルフ部
サイクリング部
医学部サッカー部
歯学部サッカー部

薬学部サッカー部
山岳部
柔道部
医学部準硬式野球部
歯学部準硬式野球部
水泳部
スキー部
ソフトテニス部
卓球部
日本拳法部
馬術部
バスケットボール部

バドミントン部
バレーボール部
ハンドボール部
フェンシング部
ボート部
ラグビー部
陸上競技部
ワンダーフォーゲル部

衛生検査部
管弦楽団
合唱部

華道部
ギター部
軽音楽部
茶道部
さんさ踊り部
写真部
美術部

スポーツ愛好会
パフォーマンス同好会
非電脳系ゲーム同好会
ビリヤード同好会

ESS
吹奏楽サークル
囲碁・将棋同好会
東洋医学研究会

IMU IFMSA
ヨガ同好会
補完代替医療同好会
ボウリング同好会
ダンス同好会
ロケット・天文同好会

体育局

文化局
同好会

非公認同好会

空手部・北医体での勇姿

バスケットボール部の練習風景

新入生クラブ勧誘のようす

さんさ踊り部の練習風景

強豪の歴史を継ぐ
柔道部

合唱部の練習風景

写真部の
集合写真 硬式テニス部の矢巾テニス

コートでの練習風景

弓道部の道場開き



昭和7年（1932）3月26日第1回卒業式後に、卒業生が4年
教室で発表会を行った。その後学校に残った有志により、6
月、会則を定め同窓の諸氏にこれを送付した。
その後、2回生が修学旅行で他学校の同窓会に刺激されて
帰校。第1回生卒業在盛者と在学生が日盛軒に会合し、圭陵
会の名のもとに同窓会を組織した。

談話室や部活動の部室など学生たちが集うことのできる施
設を作ろうと学生有志の会ができ、「共同会館」建設へと
結実した。設計も資金集めも学生の手で行われた。

圭陵会と学生共同会との合同による会報が発行された。昭和
16年（1941）7月の第１号発行までこの形での発行が続いた。

共同会が発展的解散となり、圭陵会単独での発行となる。

圭陵會々報の誌面では、戦局や戦地での状況を伝える「大
東亜通信」が設けられた。戦局が厳しくなったことを受け、6
月発行の第9号をもって休刊となる。

　昭和7年（1932）3月26日、岩手医学専門学校の第1回卒業式

挙行直後に発足。圭陵会の名称は医術を意味する「刀圭」の圭の

字に、盛岡の雅称「杜陵」の陵を合わせて、命名された。

　当初の会則には「本会ハ岩手医学専門学校ノ向上発展ヲ期シ

会員相互ノ親睦ヲ計り兼テ学術ノ研究ヲ為スヲ以テ目的トス」と

ある。

　昭和61年（1986）に圭陵会は新しい会則に基づき、圭陵会医

学部同窓会並びに圭陵会歯学部同窓会により組織され、平成25

年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。

圭 陵 会 の あ ゆ み

圭陵會々報第1号発行

大東亜通信などで戦局を伝える

戦後の圭陵会活動が胎動

圭陵會々報再刊1号発行　

圭陵会員の寄付をもとに圭陵会病棟（西病棟）竣工　

　　　

全国に圭陵会支部設立の活動が開始する

岩手医科大学拡充委員会立ち上げ

岩手医科大学医学部医学科開設

   

新制岩手医科大学発足

医学進学課程設置(日大三島校舎)

（1897）

（1901）

（1912）

（1928）

（1932）

（1935）

（1936）

（1938）

明治30年

明治３４年

明治４５年

昭和 ３年

昭和 ７年

昭和10年

昭和11年

昭和13年

圭陵会発会式

圭陵会の会則を制定

圭陵会各支部の発会が始まる

私立岩手病院開設・医学講習所併設

私立岩手医学校設立

私立岩手医学校廃校(制度改正)

岩手医学専門学校設立

岩手医専第１回卒業式（101名)

岩手医学専門学校
圭陵会共同会会報第1巻第1号発行

開校10周年記念に建てられた
共同会館の落成式
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昭和27年
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岩手医学専門学校廃校
医専第２０期卒業
医学部第１期卒業      

学部同窓会並びに圭陵会歯学部同窓会により組織され、平成25学部同窓会並びに圭陵会歯学部同窓会により組織され、平成25

年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。年（2013）には圭陵会薬学部同窓会局が参加。

盛岡市東家で総会を開催。本部役員、教授と同道で全国支
部と連絡行脚を開始。

大学昇格後はじめて発行されたもので、三田定則学長が巻
頭所感で「ねがわくば吾等の理想たる我が学園を日本有数
の真の大学にまで育成を…」と述べている。

終戦まぎわに建物疎開で取り壊した「共同会館」の古材も
使ったもので、木造２階建325坪（1,074.35㎡）の建物だっ
た。当初予定していた寄付金総額は200万円であったが、実
際に手渡した金額は77万7,860円79銭であった。

現存する最古の圭陵会々報第2巻第2号

圭陵会々報100号

圭陵会西病棟

現存する最古の圭陵会々報第2巻第2号

圭陵会々報再刊1号

圭陵会支部数７７支部、正会員９，３41名、準会員(学生会員)２，０89名
※平成28年（2016）11月現在

圭陵会会員数

春

年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局

年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局

医学部
歯学部
薬学部
合計

805
369
915
2,089

■準会員（学生）
学部

岩手医学専門学校
医学部
歯学部
薬学部
他大学
合計

297
4,641
3.466
519
418
9,341

■正会員
出身学部・学校

理事会、評議会及び教授会、助教授・講師会において、学内
外の協力をもとに大学を拡充してく方針が決定。大学理事、
評議員、教授全員及び教職組代表、圭陵会代表及び学識
経験者を加えた56名で委員会が設置された。
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2,089
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歯学部・教養部開設

歯学部第１期卒業

昭和24年（1949）の再刊1号を発行以来53年を経ての300号。

薬学部第１期卒業

圭陵会会則大幅改正

医学部同窓会・歯学部同窓会会則施行

盛岡市菜園セントラルホテルにて全国支部長会開催

　

学術振興会の内容整備

　　　

圭陵会ホームページ開設

圭陵会学業成績優秀者表彰開始

圭陵會々報第300号発行

総合移転整備計画第一次事業協力開催

圭陵会会則改定(薬学部開設による)

圭陵会事業部に薬学部同窓会局を設置

圭陵会会則改定(看護学部開設による）

（昭和５７年７月より対外的には歯学部同窓会と呼称）

巻頭には、大学のキャンパスがカラー写真で掲載されている。
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圭陵会学術振興会発足
圭陵会学術振興会研究助成事業等開始

（1985）

（1986）

（1990）

（1999）

（2000）

（2001）

（2003）

（2005）

（2007）

（2013）

（2016）

（2017）

昭和６０年

昭和６１年

平成 ２年

平成11年

平成１２年

平成１３年

平成１５年

平成１7年

平成１９年

平成２５年

平成２8年

平成２９年
（予定）

圭陵会役員に薬学部卒業生加わる。  

圭陵会に医学部同窓会、
歯学部同窓会を正式に設置

看護学部開設
創立120周年記念式典挙行

圭陵会の機構、財政と併せて、医歯両同窓会の独自性と全
体として活動しやすい柔軟性のある会則を目指した。必要が
あれば両同窓会で独自に会費を徴収できるようになった。

学術振興会は、基金増生、研究助成、褒賞事業を行ってきた
が、すでに40年経過していることより内容整備を行い、褒賞は
学術賞、研究助成は共同研究助成のみにし、新たに国際的に
極めて高い評価を受けた研究者に授与する特別賞を設けた。

圭陵会は岩手医科大学総合移転整備計画第一次事業（薬学部
開設、教養教育部門の移転、学生寮新設）に協力してきた。
圭陵会の会員への第一次事業の募金協力要請は平成17年

（2005）6月6日にはじまり、平成20年（2008）3月末までを予
定。目標額を20億円とした。

矢巾キャンパス竣工
薬学部開設

圭陵会の発展も華 し々く、会員3,500名に達し、会員は全国
はもとより台湾、朝鮮、そしてアメリカにも及んだ。

圭陵会々報第300号

会報第173号に掲載された、
圭陵会学術振興会助成・褒賞研究の研究発表

圭陵会ホームページ開設

昭和58年（1983）5月・第201号まで
発行された圭陵会々報を2巻に
まとめた復刻版

圭陵会々報200号圭陵会々報200号

『あゝ 生々の徳のあと』
岩手医科大学圭陵会
五十年史

医・歯学部同窓会発足による。

（1956）

（1965）

（1966）

（1971）

（1977）

（1978）

（1979）

（1980）

（1982）

（1983）

（1984）

昭和31年

昭和40年

昭和41年

昭和46年

昭和52年

昭和５３年

昭和５４年

昭和５５年

昭和５７年

昭和５８年

昭和５9年

拡充活動はじまる

5月30日発行の圭陵會々報で教授陣が紹介された

圭陵會々報第100号発行

圭陵会役員に歯学部卒業生加わる

盛岡市菜園セントラルホテルにて全国支部長会開催

圭陵会各支部に歯学部同窓会が発足

圭陵会事業部に歯学部同窓会部を設置

圭陵会院長会発足

圭陵會々報第200号発行

圭陵会五十年史『あゝ 生々の徳のあと』刊行

圭陵会報の復刻版発行
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創立50周年記念事業として50年史を刊行した。昭和57年
（1982）3月圭陵会が創立50年を経たころから、その歴史を記
録にとどめようとの気運が高まり、創立50周年記念事業として、
50周年史を編纂することが、4月15日の幹事会で議決された。

地下1階地上6階建ての病棟建設が総予算3億円で着工した。

研究基金の増成をはかるため、会員からの寄付の推進につと
める圭陵会学術振興会事業。圭陵会員の学術研究に対する
助成などを行い、大学の学術水準の向上に寄与することを目
的としている。昭和49年（1974）には圭陵会学術研究基金
委員会が作られ、基金集めが始まった。
昭和53年（1978）には基本財産は当初目標の1億円を超え、
昭和57年（1982）には1億9,600万円あまりに達した。発足当
時は共同研究1件100万円が2件だったものが、昭和55年度に
は130万円3件に、個人研究は30万円3件から40万円5件
に増設。

20数支部の支部長が一堂に会し、連合支部会、支部長会
議等を通じて支部活動の活発化と連携の強化の必要性が
確認された。

年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局 年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局

（昭和58年〈1983〉5月、第201号まで）

『あゝ 生々の徳のあと』
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歯学部・教養部開設

歯学部第１期卒業

昭和24年（1949）の再刊1号を発行以来53年を経ての300号。

薬学部第１期卒業

圭陵会会則大幅改正

医学部同窓会・歯学部同窓会会則施行

盛岡市菜園セントラルホテルにて全国支部長会開催

　

学術振興会の内容整備

　　　

圭陵会ホームページ開設

圭陵会学業成績優秀者表彰開始

圭陵會々報第300号発行

総合移転整備計画第一次事業協力開催

圭陵会会則改定(薬学部開設による)

圭陵会事業部に薬学部同窓会局を設置

圭陵会会則改定(看護学部開設による）

（昭和５７年７月より対外的には歯学部同窓会と呼称）

巻頭には、大学のキャンパスがカラー写真で掲載されている。

月
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圭陵会学術振興会発足
圭陵会学術振興会研究助成事業等開始

（1985）

（1986）

（1990）

（1999）

（2000）

（2001）

（2003）

（2005）

（2007）

（2013）

（2016）

（2017）

昭和６０年

昭和６１年

平成 ２年

平成11年

平成１２年

平成１３年

平成１５年

平成１7年

平成１９年

平成２５年

平成２8年

平成２９年
（予定）

圭陵会役員に薬学部卒業生加わる。  

圭陵会に医学部同窓会、
歯学部同窓会を正式に設置

看護学部開設
創立120周年記念式典挙行

圭陵会の機構、財政と併せて、医歯両同窓会の独自性と全
体として活動しやすい柔軟性のある会則を目指した。必要が
あれば両同窓会で独自に会費を徴収できるようになった。

学術振興会は、基金増生、研究助成、褒賞事業を行ってきた
が、すでに40年経過していることより内容整備を行い、褒賞は
学術賞、研究助成は共同研究助成のみにし、新たに国際的に
極めて高い評価を受けた研究者に授与する特別賞を設けた。

圭陵会は岩手医科大学総合移転整備計画第一次事業（薬学部
開設、教養教育部門の移転、学生寮新設）に協力してきた。
圭陵会の会員への第一次事業の募金協力要請は平成17年

（2005）6月6日にはじまり、平成20年（2008）3月末までを予
定。目標額を20億円とした。

矢巾キャンパス竣工
薬学部開設

圭陵会の発展も華 し々く、会員3,500名に達し、会員は全国
はもとより台湾、朝鮮、そしてアメリカにも及んだ。

圭陵会々報第300号

会報第173号に掲載された、
圭陵会学術振興会助成・褒賞研究の研究発表

圭陵会ホームページ開設

昭和58年（1983）5月・第201号まで
発行された圭陵会々報を2巻に
まとめた復刻版

圭陵会々報200号

『あゝ 生々の徳のあと』
岩手医科大学圭陵会
五十年史

医・歯学部同窓会発足による。

（1956）

（1965）

（1966）

（1971）

（1977）

（1978）

（1979）

（1980）

（1982）

（1983）

（1984）

昭和31年

昭和40年

昭和41年

昭和46年

昭和52年

昭和５３年

昭和５４年

昭和５５年

昭和５７年

昭和５８年

昭和５9年

拡充活動はじまる

5月30日発行の圭陵會々報で教授陣が紹介された

圭陵會々報第100号発行

圭陵会役員に歯学部卒業生加わる

盛岡市菜園セントラルホテルにて全国支部長会開催

圭陵会各支部に歯学部同窓会が発足

圭陵会事業部に歯学部同窓会部を設置

圭陵会院長会発足

圭陵會々報第200号発行

圭陵会五十年史『あゝ 生々の徳のあと』刊行

圭陵会報の復刻版発行
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創立50周年記念事業として50年史を刊行した。昭和57年
（1982）3月圭陵会が創立50年を経たころから、その歴史を記
録にとどめようとの気運が高まり、創立50周年記念事業として、
50周年史を編纂することが、4月15日の幹事会で議決された。

地下1階地上6階建ての病棟建設が総予算3億円で着工した。

研究基金の増成をはかるため、会員からの寄付の推進につと
める圭陵会学術振興会事業。圭陵会員の学術研究に対する
助成などを行い、大学の学術水準の向上に寄与することを目
的としている。昭和49年（1974）には圭陵会学術研究基金
委員会が作られ、基金集めが始まった。
昭和53年（1978）には基本財産は当初目標の1億円を超え、
昭和57年（1982）には1億9,600万円あまりに達した。発足当
時は共同研究1件100万円が2件だったものが、昭和55年度に
は130万円3件に、個人研究は30万円3件から40万円5件
に増設。

20数支部の支部長が一堂に会し、連合支部会、支部長会
議等を通じて支部活動の活発化と連携の強化の必要性が
確認された。

年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局 年　号 月 大　学圭陵会・医学部・歯学部同窓会・薬学部同窓会局

（昭和58年〈1983〉5月、第201号まで）
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沖縄

上北支部東青支部
津軽支部

秋田県北
第一支部

秋田県北
第二支部

秋田中央
支部

秋田県南
支部

三八支部

久慈支部二戸支部

岩手支部
盛岡支部
学内支部 宮古支部

紫波支部

花巻支部
遠野支部 釜石支部

気仙支部
江刺支部

水沢支部
一関支部

山形支部

北上・和賀
支部

気仙沼支部

宮城県
石巻支部

宮城県
塩釜支部

宮城県
県北支部

宮城県
大崎支部

宮城県
仙台支部

宮城県
仙南支部

・福島

・仙台

・秋田

・青森

福島県北支部

福島県
南支部

相双支部
会津支部

いわき支部

青森県

秋田県

山形県

宮城県

福島県

岩手県

釧路支部

旭川支部

道央支部

函館支部

帯広支部

・札幌

北海道

新潟

栃木
茨城

福島

山形 宮城

岩手秋田

青森

北海道

群馬
長野

富山石川

福井

京都・滋賀
愛岐

三重
奈良

大阪
兵庫岡山

山陰

広島
山口 香川

徳島愛媛
高知

大分

福岡
佐賀

長崎 熊本

南九州

和歌山

埼玉
東京山梨

静岡

千葉
神奈川

圭陵会支部マップ
昭和10年（1935）から各支部の発会が始まり、連合
支部会、支部長会議等を通して、全国で活動の連携
を図ってきた。現在全国に77の支部が存在し、それぞ
れ活発な活動を行っている。１都道府県に複数の支
部がある県もあり、活況を見せている。

北海道支部

東北支部

各都府県支部

役
職
者
紹
介
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